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Model LA8080 High Speed Amino Acid Analyzer

　1�6� 年以来，日立のΞミノࢎ分析計は，χンώυϦン・ϙストΧラϜ൓Ԡݕ出方式のイオンަ׵クロϚトグラフィーઐ用
分析装置としてൢചしています。৯品中のࢫຯ成分や，݈߁αプϦメントの有効成分の測ఆからバイオҩༀ品の品質؅理まで
く使用いただいており，今ճ発ചの޿ -"�0�0 分析計ࢎ଎Ξミノߴ "mJnP 4"":" は � ୅目のϞデルになります。

̍ɽ$PmGPSUBCMFɿշదなૢ作性
Ϣーβーのૢ作目線やಈ作工程に配ྀし，人間工学に基ͮく配置設計をしました。χンώυϦン試ༀは，� 液を誘導体化直
前にࠞ合する方法を࠾用しྫྷଂ不要としました。؇ি液（༹཭液）と൓Ԡ試ༀはൢࢢ品をそのままセットできます。

̎ɽ$PmQBDUɿコンύクトな設計
୎上型をॳめて࠾用し，今までのচ置きデβインを࡮新しました。設置໘積も໿ � 割ݮのলスϖース設計です。試ༀボトル
と試料バイΞル用ラックの置きқさや，ΧラϜやシール類のަ׵作業性なども考ྀしたフロントΞクセス設計となっています。

̏ɽ3FMJBCMFɿߴいデータ৴པ性
ै来機種 -���00 や -���00 をܧঝし，多様なイオンަ׵クロϚトグラフィー分析法の׵ޓ性を持たせました。安ఆ性のߴ
いχンώυϦン൓Ԡによりたんͺく質Ճਫ分解物および生体液分析法において良޷なఆ量ਫ਼度を実ݱします。
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